大会結果報告書（各競技日毎の結果）

	第　1 日目
	2019年 1月 12日（土）
	☐成立
■不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　人
	ＤＱ
	　



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：

	　　　　風向： 　　風速　m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：

	 概要： 午前中に雨が降る予報により朝の時点で競技キャンセルが決定した。

	

	

	

	

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
























	第　 2日目
	2019年 1月 13日（日）
	■成立
☐不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　38人
	ＤＱ
	　0.46



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：全体的に渋く、高度も取れないサバイバルなコンディション。

	　　　　風向： 南東　　風速　2m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：序盤サーマルトップ1300-1400m、後半毛無山のみ1600-1800m。

	 概要： トップアウトするのも苦労するような渋いコンディション。タスクも短めの36㎞で設定された。

	スタートゲートが1時間設けられ、選手各々上がったタイミングでスタート。+1.0m/sに満たないサーマルを何度も

	使い田中元気選手がファーストゴール。10分遅れて鈴木博司選手がゴールしたが、スタート時間を20分遅らせたた

	めタイムで鈴木博司選手がトップ。順位も鈴木博司選手が1位となり、2位田中元気選手、3位太田選手と続いた。

	選手の大半がミニマム距離に届かず、Day Qualityは0.46に留まった。

	[bookmark: _GoBack]スポーツクラスは15.6kmのタスクが組まれたが、11㎞飛んだ大沼智選手が唯一得点を獲得した。

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
























	第　 3日目
	2019年 １月14日（月）
	■成立
☐不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　37人
	ＤＱ
	　1.0



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：朝霧らしい天子ヶ岳から養毛にかけて上昇帯が発生するような好条件。

	　　　　風向：南 　　風速　3m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：雲底2100m、タスク途中オーバーキャストの時間帯あり

	 概要： 好条件が期待できるとの予報から難易度低め南北を5往復する85㎞のロングタスクが設定される。

	先頭集団は養毛から天子ヶ岳まではほとんどソアリングせずに往復。そんな中鈴木博司選手が終盤まで単独で先行。

	少し遅れて田中元気選手、太田選手、名草選手が追いかける展開。ゴール手前10㎞近辺で太田選手が勝負をかけ、

	低めに最終ターンポイントをGETすると、それが功を奏し2位に2分差を付けてトップゴール。1位太田選手、

	2位鈴木博司選手、3位田中元気選手、4位名草選手となり、5位に20分近く差を付けた。

	中盤オーバーキャストになり渋くなるも、ほとんどの選手が上手く乗り切り23人ゴールと半数以上がゴールした。

	スポーツクラスは25㎞のタスクが設定され、大学生の大沼智選手、五十嵐選手が見事にゴールを決めた。



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
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